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巻 頭 言巻 頭 言

小
山
市
は
、「
水
と
緑
と
大
地
」
の
豊
か

な
自
然
環
境
と
古
い
歴
史
を
有
し
、
特
に

徳
川
幕
府
３
０
０
年
を
決
定
付
け
た
と
言

わ
れ
る
天
下
分
け
目
の
軍
議
「
小
山
評
定
」

の
開
か
れ
た
「
開
運
の
ま
ち
」
で
あ
り
、
東

京
圏
か
ら
わ
ず
か
60
㎞
の
新
幹
線
の
停
車

す
る
鉄
道
、
国
道
共
に
交
差
す
る
交
通
の

要
衝
に
あ
る
な
ど
、
今
後
も
大
い
に
発
展

す
る
可
能
性
を
も
っ
た
県
内
第
２
の
都
市

で
す
。

昨
年
も
、
小
山
市
出
身
の
若
者
が
全
国
・

世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
ま
し
た
。
萩
野
公

介
選
手
は
世
界
水
泳
で
２
個
の
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
、
海
老
沼
匡
選
手
は
世
界
柔
道

で
二
連
覇
を
達
成
、
プ
ロ
野
球
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
岡
島
豪
郎
外
野
手

も
初
の
日
本
一
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
経
済
新
聞
社
が
全
国
の

８
１
２
市
区
を
対
象
に
調
査
し
、
平
成
25
年

11
月
４
日
に
発
表
し
た
「
高
齢
化
対
応
度
調

査
」
に
お
い
て
、
小
山
市
は
全
国
第
1
位
と

い
う
最
高
の
評
価
を
頂
き
、
と
ち
ぎ
元
気
グ

ル
メ
ま
つ
り
に
お
い
て
も
小
山
の
「
お
や
ま

和
牛
ス
テ
ー
キ
串
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
、「
元

祖
お
や
ま
和
牛
入
り
か
ん
ぴ
ょ
う
カ
レ
ー
パ

ン
」
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す
る
な
ど
、

小
山
市
の
知
名
度
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
貢
献

し
ま
し
た
。

今
年
、
小
山
市
は
市
制
施
行
60
周
年
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
、
発
展
の
可
能

性
を
現
実
の
も
の
と
し
、「
夢
」「
未
来
」

溢
れ
る
小
山
創
り
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
す

る
た
め
に
、今
年
も
小
山
市
の
豊
か
な
「
人
」

「
自
然
」「
文
化
」、
そ
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
本
場
結
城
紬
の
復
活
、
ラ
ム

サ
ー
ル
渡
良
瀬
遊
水
地
の
治
水
機
能
の
確

保
を
優
先
と
し
た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

化
」
を
は
じ
め
と
す
る
賢
明
な
活
用
、
ま

た
新
市
民
病
院
の
移
転
建
設
を
核
と
す
る

「
健
康
づ
く
り
の
森
事
業
」
に
本
格
着
工
す

る
と
と
も
に
「
小
山
駅
東
口
駅
前
土
地
整

備
事
業
」
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
「
小
山
に

人
と
企
業
を
呼
び
込
む
施
策
」
を
さ
ら
に

推
進
す
る
他
、「
小
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
生
」

「
開
運
の
ま
ち
お
や
ま
」
の
全
国
発
信
、
行

財
政
改
革
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
を
支
え
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
根
幹
と
し
て
の
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
保

険
と
し
て
住
民
相
互
の
連
帯
意
識
に
支
え

ら
れ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
、

様
々
な
社
会
的
要
因
の
影
響
を
受
け
、
多

く
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
特
に
、
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
や
医

療
水
準
の
向
上
に
よ
り
医
療
費
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
構
造
的
変
化
や
景
気
低
迷
に
よ

り
国
保
税
の
税
収
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
全
国
的
に
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

小
山
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
保
険
税
率

の
見
直
し
を
行
い
国
民
健
康
保
険
の
健
全

な
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
他

の
市
町
村
同
様
、
国
保
財
政
は
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
治
療
に
専
念
で
き

る
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
国
保
資
格
の

適
用
適
正
化
、
医
療
費
適
正
化
、
そ
し
て
、

納
税
意
欲
を
喚
起
し
収
納
率
向
上
の
強
化

な
ど
に
取
り
組
み
、
国
保
運
営
の
健
全
化

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
医
療
費
の
増
大
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
的

な
生
活
が
定
着
で
き
る
よ
う
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
重
点
を
置
き
、
特
定
健
診
、
特

定
保
健
指
導
の
推
進
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
医
療
費
抑
制
に
向
け
た
事
業
を
展
開

し
、
国
保
財
政
基
盤
の
安
定
化
と
社
会
的

な
財
政
負
担
の
減
少
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、「
改
革
」
を
推
し
進
め
、

16
万
５
千
人
市
民
皆
様
の
た
め
の
「
市
役
所

づ
く
り
」
を
す
る
と
と
も
に
、
産
業
・
都
市
・

教
育
・
医
療
基
盤
の
整
備
、
子
育
て
支
援
等

「
人
と
企
業
を
呼
び
込
む
施
策
」
を
最
大
限

に
推
進
し
、「
夢
」「
未
来
」
溢
れ
る
小
山

市
を
創
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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平成 16 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項

平成 26 年度

国民健康保険事業運営に係る
留 意 事 項

平成26年4月
栃木県保健福祉部国保医療課

事業運営に当たっての留意事項
保険者に関する事項

はじめに
我が国における少子高齢化の進行、就業構造の変化等により医療保険制度間の負担の不均衡が生じ、疾

病構造の変化、医療技術の高度化等の要因とも相まって医療費の大幅な増大をもたらし、国保制度が抱え
る脆弱な財政基盤という構造問題は、一層厳しさを増している。
国民健康保険事業を健全に運営するためには、制度改正に適切に対応するとともに、適用の適正化、保

険料（税）収入の確保、医療費適正化等、不断の取組みが必要である。
特に、本県の市町村保険者における国民健康保険税の収納率向上への取組みは喫緊の課題である。平成

24 年度の収納率は、87・88％であり、平成 23 年度の収納率を 0・84 ポイント上まわったものの、全国と
比較しても本県の収納率は依然として低い状況である。
本書は、こうした状況を踏まえ、市町村保険者、国民健康保険組合及び国民健康保険団体連合会におけ

る、平成 26 年度の国民健康保険事業運営上の留意事項について取りまとめたものである。

１　事業計画等
（1）　事業計画の策定

　事業計画の策定については、国保事業の適正かつ安定的な運営を図るため、事業運営の実情を把握
分析し、それらの検討結果を踏まえた重点事項及び目標を設定するとともに、目標達成のための具体
的な実施体制、実施方法及び関連事業との連携等を明確にすること。

（2）　予算の編成
　予算の編成については、毎年度、厚生労働省保険局国民健康保険課長から通知される予算編成に当
たっての留意事項等に基づき行うこと。

（3）　赤字保険者における財政の健全化
　赤字保険者については、財政の健全化を図るため、具体的な赤字解消計画を策定し、事業運営に必
要な保険料（税）の適切な設定、収納率向上対策及び医療費適正化対策等を積極的に取り組むこと。

２　適用の適正化
（1）　被保険者の適用

（ア）　被保険者の適用については、「国民健康保険の被保険者にかかる適用及び保険料（税）の賦課
の適正化について（通知）」（平成 5 年 11 月 15 日保険発第 123 号）に基づき、「国民健康保険の適
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用事務における年金被保険者情報の活用について（通知）」（平成 23 年 2 月 22 日保国発 0222 第１号）
及び「国民健康保険の適用事務における年金被保険者情報の活用についての一部改正について（通
知）」（平成 23 年 12 月 16 日保国発 1216 第 1 号）により活用が可能となった国民年金被保険者情報
を活用する等、未適用者を早期かつ的確に把握し、早期適用を促進するとともに、遡及適用者につ
いては的確に遡及賦課を行うこと。

（イ）　退職被保険者等の適用については、「国民健康保険の退職被保険者等に係る適用について（通
知）」（平成 15 年 3 月 31 日保国発第 0331003 号）、「国民健康保険の退職被保険者等に係る適用の適
正化対策について（通知）」（平成 17 年 9 月 16 日保国発第 0916001 号）、）及び「国民健康保険の適
用事務における年金被保険者情報の活用についての一部改正について（通知）」（平成 23 年 12 月
16 日保国発 1216 第 1 号）に基づき、年金受給権者一覧表等の年金情報の活用等により早期に把握・
適用し、適用の適正化を推進すること。また、各市町において作成した退職被保険者等に係る振替
作業マニュアルに基づき、被保険者資格の遡及に伴う療養給付費負担金及び療養給付費交付金の振
替整理を適正に行うこと。

（ウ）　特に退職被保険者の被扶養者に係る適用については、「国民健康保険の退職被保険者の被扶養
者に係る適用の適正化対策の徹底について（通知）」（平成 19 年 9 月 18 日保国発第 0918001 号）及
び「国民健康保険の退職被保険者の被扶養者に係る適用について（通知）」（平成 20 年 3 月 31 日保
国発第 0331001 号）」に基づき、職権適用を実施する等適用の適正化を推進すること。

（エ）　外国人の適用については、「外国人に対する国民健康保険又は後期高齢者医療制度の適用につ
いて」（平成 24 年 7 月 9 日保国発第 0709 第 1 号）に基づき、適正に行うこと。

（2）　居所不明被保険者の確認
　居所不明の被保険者に係る資格喪失の確認については、「国民健康保険の被保険者資格の喪失確認
処理に係る取扱いについて（通知）」（平成 4 年 3 月 31 日保険発第 40 号）に基づき、取扱要領を作成
し、的確に行うこと。

（3）　適用の適正化調査
　適用の適正化調査については、「国民健康保険の被保険者の適用の適正化及び第三者行為に係る求
償権の行使について（通知）」（昭和 50 年 7 月 1 日保険発第 63 号）に基づき、各保険者の実情に応じ
て「適用の適正化月間」を設定し、計画的、集中的に適用の適正化を推進すること。

３　適正な賦課
（1）　保険料（税）の算定の基礎となる所得については、的確に把握すること。 
　　　また、申告のない世帯及び保険料（税）の軽減対象世帯等については、関係機関と連携を密にし、

積極的に実地調査を行う等的確に所得を把握すること。 
　　　なお、共有名義の固定資産に係る資産割額の算定については、「共有名義の固定資産に係る国民

健康保険料（税）の資産割額の算定について（通知）」（平成 20 年 1 月 18 日保国発第 0118001 号）
に基づき、持ち分に応じて適正に按分賦課を行うこと。 

（2）　保険料（税）の賦課割合及び賦課限度額については、被保険者間における負担の不均衡の是正、
中間所得者層の過重な負担の軽減を図る観点から、適切な設定を行うこと。

（3）　国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した者がいる世帯における保険料（税）について、
平成 25 年度から所得割に係る軽減判定所得の算定特例が恒久化されたほか、平等割の減額措置が
延長されたことを踏まえ、適正な対応を行うこと。また、被用者保険から後期高齢者医療制度に移
行したことに伴い、被扶養者から国保被保険者となった者に係る条例減免についても、引き続き配
慮すること。
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４　保険料（税）収入の確保
（1）　徴収計画の策定

　市町村保険者の徴収計画については、県が広域化等支援方針の中で定めた保険者規模別収納率目標
を踏まえ、滞納者の実態（滞納原因別、所得階層別、職業別、地区別等）に基づき目標収納率を設定
するとともに、地域の実情に応じて、目標を達成するための実施体制、実施方法等具体的な計画を策
定すること。 

（2）　納期内納入の促進等
　保険料（税）の納入については、納期内納入の促進を図るために口座振替を推進するほか、多様な
納付方法を採用する等、納付しやすい環境整備を推進するとともに被保険者に対する効果的な啓発活
動を積極的に行うこと。 

（3）　滞納者対策
（ア）　保険料（税）の確保を図るため、早期に滞納者の実態把握及び適切な対応を行うこと。
（イ）　特別の事情がないにもかかわらず保険料（税）を滞納しているいわゆる悪質滞納者に対する被

保険者資格証明書の交付及び保険給付の一時支払差止め等の措置については、「国民健康保険の保
険料（税）を滞納している世帯主等に対する措置の取扱いについて（通知）」（平成 12 年 3 月 28 日
保険発第 41 号）に基づき、適正に行うこと。

　　ただし、出産育児一時金については、国民健康保険法施行規則（昭和 33 年厚生省令第 53 号）第
10 条による一時差止を行わない措置が平成 23 年 4 月以降も継続されているので留意すること。 

　　なお、被保険者資格証明書及び短期被保険者証の交付については、交付事務を通じてできるだけ
滞納者と接触する機会を確保し、保険料（税）を納めることができない特別な事情の適切な把握に
努め、機械的な対応になることのないよう、きめ細かな納付相談を行うこと。

　　また、滞納者の状況に応じ、通常に比べ更新または検認の期間が短い被保険者証を交付する等、
被保険者証の交付方法を工夫して納付相談の機会の確保を図り、滞納者を解消すること。 

（ウ）　被保険者が、督促、催告に応じない場合には、負担の公平の観点から差押予告通知書を送付し、
積極的に差押えを行うこと。 

（エ）　納付義務者が保険料（税）を納期限までに完納しない場合は、必ず延滞金を調定し、徴収する
こと。 

（オ）　保険料（税）の不納欠損処分については、資産の状況等の調査結果に基づきやむを得ないもの
に限り厳正に行うこと。 

（4）　徴収体制の充実 
　滞納保険料（税）の徴収については、全庁体制の確立や嘱託徴収員の採用等、徴収体制の整備を図
り、積極的な徴収活動（例えば休日、夜間等の戸別徴収等）及び啓発活動を行うこと。 
　また、嘱託徴収員等を活用している保険者については、嘱託徴収員等のみに任せることなく役割分
担を定め、職員との連携による戸別徴収に積極的かつ効率的に取り組むこと。

（5）　その他の収納対策 
　上記（1）から（4）のほか、保険料（税）収納率の確保・向上等の対策として、「収納対策緊急プ
ランの策定等について（通知）」（平成 17 年 2 月 15 日保国発第 0215001 号）等を参考に、効果的な収
納対策に積極的に取り組むこと。

５　医療費の適正化
（1）　医療費等の分析 

　医療費等の分析については、診療諸率の経年的な傾向把握、他の保険者との医療費実態の比較、疾
病構造、長期入院者及び重複・頻回受診者の動向の把握・分析等により、医療費等の現状と問題点を
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的確に把握し、医療費の適正化に必要な施策に反映すること。 
　また、将来に向けて医療費適正化対策を効果的に実施するため、連合会等と連携し、調査・研究を
行うこと。 
　なお、連合会から提供される疾病統計、長期入院者、重複・頻回受診者の資料を十分活用し、医療
費適正化対策の内容を充実すること。 

（2）　診療報酬明細書の点検調査 
　診療報酬明細書（以下「レセプト」という。）の点検調査については、「国民健康保険の診療報酬明
細書点検調査事務処理要領について（通知）」（昭和 55 年 5 月 10 日保険発第 42 号）に基づき実施し
ているところであるが、被保険者資格の点検、調剤報酬明細書との突合、縦覧点検等については、強
化された連合会のレセプト審査機能を活用する等、より効率的な調査を実施すること。 
　特に、連合会の共同事業の活用による的確な第三者行為求償事務等を実施し、レセプト点検調査等
を充実・強化すること。 
　また、レセプト点検調査を計画的に実施するための点検体制の整備については、医療事務経験者等
を嘱託員に採用する等して充実すること。 

（3） 後発医薬品及び適正受診に対する周知・啓発 
　後発医薬品については、後発医薬品希望カードの配布及び後発医薬品を使用した場合の医療費の額
の通知（差額通知）等、後発医薬品の積極的な活用を促進すること。 
　また、柔道整復師等の施術における保険給付の範囲等について、広報等により柔道整復療養費等に
対する被保険者の関心を高め、適正化を進めること。 

（4）　在宅医療等の推進 
　在宅医療等の推進については、いわゆる社会的入院の解消が課題となっていることを踏まえ、長期
入院者の把握とともに、在宅医療等が可能な者については、保健師の訪問活動等保健・医療・福祉関
係者の協力を得て、家庭復帰や特別養護老人ホーム、老人保健施設への入所等を推進すること。 

（5）　重複・頻回受診者対策の推進 
　重複・頻回受診者に対する保健師の訪問活動については、「重複・頻回受診者に係る医療費適正化
対策の推進について（通知）」（平成 10 年 8 月 5 日保険発第 126 号）に基づき、積極的に推進すること。

６　保健事業
（1）　保健事業の実施計画 

　保健事業を行うに当たっては、「国民健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針」（平成
16 年厚生労働省告示第 307 号）に基づき、保健事業の実施計画を策定すること。

（2）　保健事業の推進 
　保健事業の推進については、特定健康診査・特定保健指導の実施率の向上を図るとともに、健康・
医療情報を分析し、被保険者等の健康課題を明確にした上で、保健・福祉部門等関係部局、関係機関
との連携を図りつつ健康診査、保健指導、健康教育、健康相談、訪問指導等効果的かつ効率的な施策
を講ずること。 

（3）　直営診療施設 
　保険者が設置する直営診療施設については、国保の被保険者を始めとした地域住民に対して、保健・
医療・福祉の各般にわたる総合的な処遇を行ううえで極めて重要な役割を果たすことが期待されてい
るので、地域住民に対する医療・健康に関する相談部門を設置する等、総合的な機能が発揮できるよ
う充実すること。
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７　事務処理の適正化
（1）　補助金申請事務等の適正化

　補助金の申請等に係る事務処理については、会計実地検査等において多数の不適正な事務処理が判
明しており、自主点検による適正化を実施しているところであるが、今後は、「国民健康保険関係国
庫補助金等にかかる事務処理の適正化について（通知）」（平成 9 年 9 月 29 日保険発第 124 号）等関
係通知を参考にするとともに、申請誤りが生じないような防止策（誤りやすい事項についての確認マ
ニュアルの作成等）を講じる等、適正な事務処理のために必要な体制の整備を図ること。

（2）　不正及び事故の防止 
　不正及び事故の防止については、不正及び事故の発生を未然に防止するため、事務処理方式の見直
し、相互牽制体制等の管理体制の充実及び自主的監査の実施等不正及び事故の防止に万全を期すこと。 
　また、不正及び事故が発生した場合は、速やかに県に報告すること。

８　その他
（1）　国民健康保険運営協議会の充実 

　国民健康保険運営協議会については、国保事業の適正かつ安定的な運営を図るために重要な審議機
関であるので、事業運営の課題・問題点を十分に審議する等積極的に開催すること。

（2）　保険者協議会における各保険者との連携・協力 
　保険者協議会については、保健事業等の効率的で円滑な事業運営を図るため、各保険者との連携・
協力に努めること。

（3）　情報開示 
　レセプト開示については、「診療報酬明細書等の被保険者への開示について（通知）」（平成 17 年 3
月 31 日保発第 0331007 号）（平成 23 年 6 月 20 日付け保発 0620 第 2 号により一部改正）に基づき行
うこと。

（4）　国民健康保険組合に関する重点事項 
（ア）　被保険者の適用については、組合規約に定める組合員の業種（現に業務に従事しているか否か

を含む。）、住所、勤務先の業態及び健康保険の適用除外承認手続きの確認を徹底すること。 
　　また、定期的に被保険者資格の確認を行う等、適正な取扱いを徹底すること。 

（イ）　「国民健康保険組合における法令遵守（コンプライアンス）体制の整備について（通知）」（平
成 22 年 9 月 10 日保国発 0910 第 1 号）に基づき、法令遵守体制の整備に取り組むこと。 

連合会に関する事項

１　審査の充実強化
　レセプトの審査支払事務については、審査専門部会の審査対象の拡大、事務点検期間及び審査委員
会における審査期間の延長等により事務共助の充実及び審査体制を拡充し、審査の充実・強化及び効
率化に努めること。 

２　保険者支援
（1）　保険者事務共同電算処理事業等の充実・強化 

　保険者事務共同電算処理事業及び第三者行為求償事務共同事業については、保険者の事務処理の効
率化等を図るため充実・強化すること。 
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（2）　医療費分析等の充実・活用 
　医療費分析等については、保険者において医療費等の分析結果に基づく効果的な保健事業の実施を
図るため、疾病統計及び重複・頻回受診者リスト等の充実を図るとともにその活用方法の教示等を行
うこと。 
　なお、疾病統計等については、保険者にとって有効かつ必要なものとなっているか活用状況を把握
し、的確な情報を提供するとともに電算事務の効率化を推進すること。 

（3）　レセプト点検調査の支援 
　レセプト点検調査の支援については、保険者におけるレセプト点検調査の内容点検の充実を図るた
め、保険者の実態に応じたレセプト点検調査に係る研修及び内容点検を的確に行うための情報提供等
積極的な支援を行うこと。 

（4）　保健事業の支援 
　保健事業の支援については、特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施を図るとともに、保険者に
おける保健事業の推進を図るため、健診結果データ等を活用して各保険者の実態に応じた効果的な保
健事業の企画、評価、調査・研究等、各種の施策の支援を行うとともに保健師活動を充実すること。 
　また、保険者が行う保健・福祉事業との連携に配意した保健事業の展開に対する支援等にも配意す
ること。 

（5）　在宅医療等の推進支援 
　在宅医療等の推進支援については、長期入院者のうち、必ずしも入院治療を必要としないと思われ
る者の在宅医療等の推進を図るため、必要な各種情報の提供等、保険者の支援を行うこと。 

（6）　保険料（税）収納率向上対策の支援 
　連合会の保険料（税）収納率向上アドバイザーを活用して、保険者に対して長期滞納・収納困難事
案への対応方法の相談及び職員研修による職員の資質向上等収納率向上のための保険者支援を行うこ
と。 

３　その他
（1）　審査支払事務の受託環境の整備

　審査コストの見える化のために複式簿記の導入を検討する等、連合会の非会員である保険者が連合
会に審査支払の委託を行うことができる環境整備を図ること。 

（2）　個人情報保護の徹底
　連合会が扱う個人情報については、個人情報保護法及び「国民健康保険団体連合会における個人情
報保護の適切な取扱いのためのガイドラインについて」（平成 17 年 9 月 15 日保発第 0915003 号）に
基づき個人情報保護を徹底すること。 

（3）　事務の改善等
　連合会における不正及び事故の防止については、保険者に関する事項の 7 の（2）に準じて実施す
ること。
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市
貝
町
は
、
東
京
か
ら
１
０
０
㎞
圏
内

に
あ
り
、
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
東
に
約
24

㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
小
貝
川
な
ど
清

ら
か
に
流
れ
る
河
川
や
里
山
が
落
ち
着
い

た
田
園
風
景
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
北
部
に
は
、
北
関
東
最
大
の
農
業

用
水
池
と
し
て
造
ら
れ
た
「
芳
那
の
水
晶

湖
」
に
隣
接
し
て
、総
面
積
２
・
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
本
州
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
「
芝
ざ

く
ら
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
赤
や
白
、
ピ

ン
ク
で
織
り
成
し
た
絨
毯
を
敷
い
た
よ
う

な
美
し
い
斜
面
が
広
が
り
、
周
り
の
山
々

の
新
緑
と
マ
ッ
チ
し
、
訪
れ
た
人
々
に
感

動
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
貝
町
の
北
部
地
域
が
世
界
有

数
の
サ
シ
バ
（
タ
カ
の
仲
間
）
の
繁
殖
地

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
サ

シ
バ
は
、
湿
地
の
谷
津
田
と
乾
地
の
斜
面

林
が
織
り
な
す
里
山
を
好
み
ま
す
。
里
地

里
山
の
保
全
や
耕
作
放
棄
地
の
活
用
を
通

し
、
町
全
体
を
「
サ
シ
バ
の
里
」
ブ
ラ
ン

ド
と
位
置
づ
け
る
「
市
貝
町
サ
シ
バ
の
里

づ
く
り
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
地
域
活

性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
に
は
、
県
道
宇
都
宮
茂

木
線
芳
賀
・
市
貝
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通

し
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
交
通
が
確
保
さ

れ
、
地
域
経
済
や
住
民
生
活
の
向
上
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
４
月
20
日
、
道
の

駅
「
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
特
徴
は
自
然
観
察
型
・
農

業
体
験
型
の
道
の
駅
で
あ
り
、
こ
こ
を
拠

点
に
町
内
各
所
に
あ
る
、
芝
ざ
く
ら
公
園
、

観
音
山
梅
の
里
、
村
上
城
跡
、
多
田
羅
沼
、

国
指
定
文
化
財
「
入
野
家
住
宅
」、
市
貝
温

泉
ゆ
っ
た
り
ラ
ン
ド
な
ど
を
巡
る
、
町
ま
る

ご
と
博
物
館
を
目
指
し
、
地
域
振
興
を
図
っ

て
い
ま
す
。

  

さ
て
、
本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長
を

務
め
ら
れ
る
小
沢
岩
夫
氏
は
、
平
成
23
年

５
月
か
ら
町
議
会
議
員
と
な
ら
れ
、
総
務

民
生
常
任
副
委
員
長
、
平
成
25
年
５
月
か

ら
総
務
民
生
常
任
委
員
長
に
就
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
商
工
会
の
理
事
や
同

部
会
長
も
務
め
、
家
業
の
造
園
業
に
お
い

て
は
、
す
ぐ
れ
た
技
能
者
に
与
え
ら
れ
る

「
栃
木
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
も
認
定
さ
れ
、
積

極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
運
営
協
議
会
会
長
に
は
、
平
成
25

年
５
月
に
就
任
さ
れ
、
豊
か
な
知
識
と
幅

広
い
経
験
を
生
か
し
、
本
町
の
国
民
健
康

保
険
の
健
全
な
運
営
を
図
る
べ
く
ご
尽
力

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

  
現
在
の
国
保
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康

保
険
の
安
定
的
な
運
営
を
図
り
な
が
ら
、
町

民
が
真
に
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
活
躍
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

市貝町
小　沢　岩　夫

会
長
の一言

「健全な国保制度を持続しましょう」
　少子高齢化の現代社会ですが、本年 4 月に健康長寿とち
ぎづくり推進条例が施行されました。
 　永年社会に貢献された皆様には、健康で長生きをして人
生を謳歌していただきたいと思います。
　そのためには、国民健康保険が重要な役割を担う制度で
あるので、保健事業の取り組み強化や、収納率の向上に努め
たいと考えております。
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趣
味
は
…
？
と
、
問
わ
れ
た
と
き
、
ず
っ

と
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
も
な
く
、
い
つ

も
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
趣
味
と
い
う
よ
り
、
そ
の

都
度
相
応
に
で
き
る
、
興
味
の
あ
る
こ
と

を
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ゴ
ル
フ
、登
山
等
々
）

で
き
る
限
り
、
楽
し
ん
だ
り
、
体
を
鍛
え

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
徐
々
に
故
障
も
多
く

な
り
、
激
し
い
運
動
か
ら
は
、
し
だ
い
に

遠
ざ
か
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
近
年
は
、
痛
ん
で
き

た
、
膝
、
腰
に
や
さ
し
く
、
中
性
浮
力
の

中
で
楽
し
め
る
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
年
に
数
回
、
赤
道

付
近
の
海
の
中
で
、
神
秘
的
で
美
し
い
風

景
や
、
多
く
の
生
き
物
な
ど
と
の
出
会
い

を
楽
し
ん
だ
り
、
ま
た
、
普
段
は
、
わ
ず

か
な
家
庭
菜
園
で
の
収
穫
を
楽
し
ん
だ
り
、

時
々
温
泉
巡
り
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
折
を
見
て
、
司
馬
遼
太
郎

氏
の
紀
行
本
？
「
街
道
を
ゆ
く
」
を
基
に
、

歴
史
ロ
マ
ン
を
味
わ
え
る
旅
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
ん
な
こ
と
を
で
き
る
の
も
、
健

康
で
、
体
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
！

今
更
な
が
ら
で
す
が
、
健
康
に
気
を
配

り
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

以
前
は
、
暴
飲
暴
食
を
繰
り
返
し
な
が
ら

も
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
苦
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
さ
す
が

に
歳
を
重
ね
、
体
の
衰
え
を
感
じ
て
く
る

と
、
暴
飲
暴
食
は
、
徐
々
に
減
り
、
い
つ

の
間
に
か
、
こ
れ
は
体
に
良
い
、
悪
い
と
、

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
食
は
、
少
し
ず

つ
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
体
力
の
衰
え
を
、
抑
え
る
こ
と
が

大
変
で
す
。

日
頃
か
ら
、
体
力
の
衰
え
を
少
し
で
も
少

な
く
抑
え
る
た
め
、
少
し
で
も
多
く
動
こ

う
と
は
思
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
…
つ
い
、

お
っ
く
う
に
な
り
、
動
く
機
会
を
減
ら
し

て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
な

ん
と
か
少
し
で
も
若
さ
を
保
ち
、
そ
れ
な

り
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
、

楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
「
ち
ょ
っ
と
多
め
に

動
き
、良
い
食
事
」
を
し
、何
事
も
「
ち
ょ
っ

と
頑
張
る
」
こ
と
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
心

が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

茂木町住民課　

課 長 谷 中　 健 二

楽
し
み
な
が
ら
、「
ち
ょっ
と
」を

心
が
け
、続
け
る
こ
と

私の趣味と
健康法

サイパン島の南東に位置するラウラウ
ビーチにて。
数年ごとに大発生するメアジの巨大な群
れ、通称「アジ玉」とともに。

ロタ・ブルーと呼ばれる美しさ。
世界有数の透明度を誇るロタ島のダイビ
ングポイント「ロタホール」にて。
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 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

第104回
佐野市

「
行
っ
て
み
た
い
」「
買
っ
て
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

満
足
度
の
高
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
ま
ち

「
行
っ
て
み
た
い
」「
買
っ
て
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

満
足
度
の
高
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
ま
ち

宇都宮市

佐野市

項　　目

総人口
総世帯数
国保加入世帯数
国保被保険者数
国保被保険者加入率

122,582人
49,531世帯
20,195世帯
36,032人
29.39%

被保険者の加入状況

（平成 26 年 3 月 31 日現在）

　

佐
野
市
は
、
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北

部
は
緑
豊
か
な
森
林
や
美
し
い
清
流
な
ど

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
、
南
部
と
西

部
は
、
住
宅
や
産
業
基
盤
が
集
積
す
る
都

市
的
地
域
お
よ
び
農
業
が
展
開
す
る
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
・
ま
ち

お
こ
し
を
推
し
進
め
て
お
り
、
佐
野
市
が

持
つ
多
様
な
地
域
資
源
を
「
佐
野
ブ
ラ
ン

ド
」
と
し
て
認
証
し
、
市
内
外
に
広
く
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
行
っ
て
み
た
い
」「
買

っ
て
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
っ

た
満
足
度
の
高
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
に
誕
生
し
た
佐
野
ブ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
の
ま
る
」
に
お

き
ま
し
て
も
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
に
お
い
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
投
票
い
た
だ
い
た
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
佐
野
市
の
魅

力
を
い
か
に
市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
医
療
保
険
課

　

医
療
保
険
課
に
は
国
保
係
、
収
納
対
策

係
の
２
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
係
に
は
課
長
以
下
、
職
員
９
名
、
嘱

託
職
員
１
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
被
保
険

者
証
発
行
、
保
険
給
付
、
保
健
事
業
、
レ

セ
プ
ト
点
検
に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、
市

内
に
５
箇
所
あ
る
国
保
診
療
所
に
関
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

佐 野 市第104回
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広
報
誌
を
活
用
し
て
資
格
得
喪
手
続
き

を
周
知

　

国
保
資
格
異
動
の
届
け
出
が
必
要
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
間
手
続
き

を
取
ら
な
い
方
が
た
び
た
び
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
の

遡
及
賦
課
や
医
療
費
の
返
還
な
ど
が
発
生

す
る
た
め
、
市
民
の
方
に
資
格
得
喪
手
続

き
を
速
や
か
に
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
や
広
報
誌
で
国
保
に
係
る

特
集
を
掲
載
す
る
な
ど
各
種
広
報
等
を
通

じ
、
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
配

布
で
医
療
費
抑
制

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
カ
ー
ド
に
代
え
て
、

被
保
険
者
証
更
新
時
に
、
全
国
保
世
帯
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
配

付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
際
、
必
ず
持
参

す
る
被
保
険
者
証
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
の
意
思
を
、
医
師
に
手
軽

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
費
差
額
通
知
を
年
２
回
発

送
し
、
先
発
医
薬
品
か
ら
後
発
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
場
合
に
削
減
で
き
る
自
己
負

担
額
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
医

療
費
の
抑
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の
２
／
３
を
助
成

　

疾
病
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
を
目
的

と
し
て
国
保
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
受

診
者
に
対
し
費
用
額
の
２
／
３
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　

年
々
受
診
者
数
が
増
加
し
て
い
る
人
間

ド
ッ
ク
検
診
に
対
し
、
積
極
的
に
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
を

対
象
に
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

や
生
活
指
導
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
改
善

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
が
課
題

　

特
定
健
康
診
査
は
健
康
増
進
課
と
医
療

保
険
課
が
連
携
し
て
実
施
し
て
お
り
、
昨

年
度
は
受
診
勧
奨
事
業
と
し
て
未
受
診
者

に
対
す
る
電
話
勧
奨
や
、
受
診
者
に
対
し

抽
選
で
景
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
後
も

特
定
健
診
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
市

民
の
方
が
関
心
を
持
ち
、
受
診
行
動
に
つ

な
が
る
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
収
納
課

　

収
納
課
に
は
、
収
納
管
理
係
と
納
税
係

の
２
つ
の
係
が
あ
り
、
職
員
19
名
、
嘱
託

職
員
６
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

収
納
率
前
年
比
２
・
０
９
％
増

　

平
成
24
年
度
の
国
保
税
の
収
納
状
況
は
、

現
年
度
分
が
91
・
６
０
％
、
現
年
度
分
と

滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
、
69
・
７
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
現
年
度
分
が

２
・
０
９
％
増
、
滞
納
繰
越
分
が
０
・５
７
％

増
、
現
年
度
分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ

て
、
５
・５
１
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
滞
納
者
を
作
ら
な
い

　

新
た
な
滞
納
者
を
作
ら
な
い
こ
と
で
滞

納
額
を
減
ら
し
、
収
納
率
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
の
考
え
か
ら
、
現
年
度
分
の
滞
納

者
を
中
心
に
、
臨
時
嘱
託
員
に
よ
る
電
話

催
告
と
臨
戸
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
の
強
化

　

担
税
力
が
あ
り
な
が
ら
納
付
の
な
い
悪

質
滞
納
者
や
納
税
意
識
の
希
薄
な
方
に
対

し
、
税
務
経
験
の
あ
る
市
役
所
職
員
Ｏ
Ｂ

を
納
税
相
談
員
と
し
て
配
置
し
、
臨
戸
訪

問
を
通
じ
実
態
把
握
と
納
税
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
め
て
い
た
だ
け

な
い
方
に
は
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
方

と
の
税
負
担
の
公
正
・
公
平
性
の
観
点
か

ら
法
令
に
基
づ
き
財
産
を
調
査
し
、
預
貯

金
、
生
命
保
険
、
給
与
等
の
差
押
え
等
滞

納
処
分
を
行
う
な
ど
の
収
納
対
策
を
実
施

し
、
収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

　

差
押
え
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
全
国
第
４
位
の
出
品
数
と

な
る
４
２
０
点
の
公
売
に
対
し
、
３
９
１

点
が
売
却
、
平
成
25
年
度
は
１
６
４
点
の

公
売
に
対
し
、
１
４
４
点
が
売
却
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

納
付
に
つ
な
が
る
収
納
環
境
の
整
備

　

平
成
22
年
度
か
ら
開
始
し
た
コ
ン
ビ
ニ

収
納
や
、
週
２
日
（
水
・
金
曜
日
）
の
窓

口
業
務
の
延
長
、
毎
月
第
４
日
曜
日
に
は

医
療
保
険
課
収
納
対
策
係
と
合
同
で
納
付

相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
収
納
環
境
の
改

善
等
を
講
じ
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は

約
１
０
０
０
人
の
方
が
納
付
に
訪
れ
、
約

３
２
０
０
万
円
の
納
付
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

今
後
も
積
極
的
に
差
押
え
を
実
施

　

差
押
え
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
は

特
に
捜
索
に
力
を
入
れ
、
収
納
率
を
現
年

度
分
で
２
・
０
７
％
、
２
・
０
９
％
と
２
年

連
続
で
２
％
以
上
上
昇
さ
せ
ま
し
た
。
今

後
は
こ
の
収
納
率
の
維
持
・
向
上
と
と
も

に
、
滞
納
者
を
納
税
者
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
特
効
薬
は
な
く
、
最
も
有

効
な
手
段
と
し
て
の
差
押
え
を
今
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
増
進
課

　

健
康
増
進
課
は
、
地
域
医
療
係
、
母
子

保
健
係
、
成
人
保
健
係
の
３
つ
の
係
が
あ

り
、
職
員
26
名
（
保
健
師
15
名
、
管
理
栄

養
士
２
名
、
助
産
師
１
名
、
看
護
師
１
名
、

事
務
職
等
７
名
）
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

好
評
を
博
す
健
康
大
学

　

地
域
の
医
師
等
が
講
師
と
な
り
、
日
常

生
活
で
感
じ
る
疑
問
や
体
の
不
調
な
ど
身

近
な
テ
ー
マ
で
講
演
し
、
毎
年
４
回
開
催

さ
れ
る
市
民
の
方
を
対
象
と
し
た
健
康
大

学
は
、
延
べ
４
０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
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椅子を使ったストレッチをすることにより、肩こり・腰痛改善を目指します。

さばの缶詰を利用した食物繊維・カルシウムたっぷり
の簡単に作れるヘルシーメニュー。総カロリーは 588
キロカロリーです。

平成26年度 集団健診カレンダー 

女性総合健診
（女性のみ） 
●受付時間 
午前９：００～１０：３０  
▲定員１００名 
★受診できる項目 
・特定健診 ・胃 ・肺 ・大腸  
・子宮 ・乳 ・肝炎ウイルス 

まちかど健診 
●受付時間 
午前：９：００～１０：３０  
午後：１３：３０～１４：３０ 
▲定員１００名 
★受診できる項目 
・特定健診 ・肺 ・大腸  
・前立腺 ・肝炎ウイルス 

早朝健診 
●受付時間：７：００～８：００  
▲定員５０名 
★受診できる項目 
・特定健診 ・胃 ・肺  
・大腸 ・子宮 ・乳  
・前立腺  ・肝炎ウイルス 

    総合健診 
                                                                                                                                 

                                                                 
                                                                   

                                                                  
                                                                    
                                                                   
                                                                    
                                                                    
 

はやおき健診 
※２月はがん検診のみとなります。 

 
朝の早い時間に３つの病院（医師会病院、厚生病院、市民病院）で行う健診です。忙しい方におススメです！ 
※自己負担金や健診内容は、集団方式と同じです。電話でも年間予約が可能です。（５月７日から電話予約受付）  

 佐野市民病院  
 定員２０名 
 ●受付時間 
 朝７：３０ 
   ～８：００  
 ★受診項目 
 ・特定健診  
 ・胃  
 ・肺  
 ・大腸  
 ・前立腺  
 ・肝炎ｳｲﾙｽ 

 
 ◆会場 

 佐野市民病院 
 

佐野厚生病院  
定員１５名 
●受付時間 
朝７：４５ 
 ～８：００ 
★受診項目 
・特定健診  
・胃（５名まで）  
・肺  
・大腸  
・前立腺  

・肝炎ｳｲﾙｽ 
 

◆会場 
佐野厚生病院 
 

佐野医師会病院 
定員２０名 
●受付時間 
朝７：１０ 
 ～７：３０ 
★受診項目 
・特定健診  
・胃（５名まで） 
・肺  
・大腸  
・前立腺  

・肝炎ｳｲﾙｽ 
・乳（５名まで） 

◆会場 
佐野医師会病院 
 

ご予約 
お問い合わせ  
 健康増進課  
２４－５７７０ 
 ２４－５８１１  

※８時３０分から１７時まで 

胃がんリスク検査 
●胃がんになりやすいかどうかを判定する
血液検査です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 

過去にリスク検査を受けた方は対象外とな

ります。 集団健診でのみの実施となります。  

予約方法 
 

①電話予約 
予約開始日を確認して、
お電話ください。 

 
 

②ハガキ予約 
（がん検診受診券の裏

をお使いください。） 
★年間を通して予約で
きます。 

 
★必要事項を記入し、
切手を貼らずに投函し
てください。 

 
★投函したがん検診受
診券は問診票と一緒に
予約日の約２週間前ま
でにお返しいたします。  

 

☆注意☆ 

大腸がんは２日分の検

便が必要です。 
検便キットの郵送の都
合もありますので、健診
日１週間前までにはご
予約されるようお願い
します。 
 

ご予約：健康増進課  
   ２４－５７７０、２４－５８１１まで  

 
●受付時間 
午前９：００ 
～１０：３０ 

▲定員１２０名 
★受診できる項目 
・特定健診 ・胃  
・肺 ・大腸 ・子宮  
・乳 ・前立腺 
・肝炎ウイルス 

40歳 昭和48年4月2日～昭和49年4月1日

45歳 昭和43年4月2日～昭和44年4月1日

50歳 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日

55歳 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

60歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日

65歳 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日

70歳 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日

リスク検査対象年齢(自己負担800円)

実施期間　特定健康診査：平成27年1月31日まで
　　　　　　　がん検診　  　：平成27年2月28日まで

ﾊﾞﾘｳﾑ

ﾘｽｸ

頸部のみ 1,500円

頸部＋
体部 2,600円

超音波
のみ

400円
視触診
のみ

600円

超音波＋
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,000円

視触診＋
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 2,100円

B＋C型 500円

C型のみ 400円

B型のみ 100円

バリウムを飲んでレントゲン写真を撮ります。
リスク検査（血液検査）は対象者（節目年齢40，45，50，55，60，
65，70歳で過去に未受診の方）のみ受診できます。

 B型肝炎、C型肝炎ウイルス検査（血液検査）を実施します。

 C型肝炎ウイルス検査（血液検査）を実施します。

頸部のみ

300円 便を2日間採取し、出血の有無を確認する検査です。円

各800円

円200円
胸部レントゲンの撮影をします。
医師の判断で必要な方は、痰の検査をします。
(別途自己負担金５００円)

 B型肝炎ウイルス検査（血液検査）を実施します。

肝炎ウイルス検診
（40歳以上で過去
に未受診の方）

前立腺がん検診
（50歳以上男性）

円300円
前立腺から分泌されるタンパク質の一種であるPSAの値を
血液検査で調べます。

（後期高齢者医療保険に加入の方）問診、身体測
定、血圧、検尿、採血、心電図等を実施します。

特定健康診査

後期高齢者
健康診査

子宮頸がん検診
（20歳以上女性）

細胞診を実施します。（妊婦健診優先）
生理中、生理後2～3日は避けてください。
※２年に1度は子宮がん検診をうけましょう

乳がん検診
（30歳以上女性）

（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨは
40歳以上）

集団方式：超音波とマンモグラフィ（乳房をはさんでレント
　　　　　　　ゲン写真を撮る）が受けられます。
医療機関方式：視触診とマンモグラフィが受けられます。
※2年に１度は乳がん検診をうけましょう。

800円

大腸がん検診
（40歳以上）

肺がん検診
（40歳以上）

健診項目
自己負担金

どのような検査？
医療機関方式集団方式

（※佐野市国民健康保険に加入の40歳以上の方）問診、
身体測定、血圧、検尿、採血、心電図等を実施します。(医
師の判断で必要な方は、貧血検査・眼底検査を実施)

2,000円800円

無料無料

胃がん検診
（40歳以上）

お持ちいただく物 
    ★がん検診を受ける方                    ★特定健康診査を受ける方  
     ・がん検診受診券                              ・特定健康診査受診券                   
     ・無料クーポン券（対象の方のみ）  ・健康保険証       
 
                            

 

※佐野市国民健康保険以外に加入されている方の特定健康診査の受診方法、受診券等につきましては、加入されて

☆注意！ 
●１つの項目につき受診できるのは年度

内に１回です。重複受診された場合は全

額自己負担となりますのでご注意ください。 
●今年度、市の人間ドックの助成を受け

る予定のある方は、特定健診を受けるこ

とができませんのでご注意ください。  

～無料になる方（がん検診・特定健診）～ 
①７０歳以上の方 ②６５歳以上で後期高齢者保険証をお持ちの方 
③生活保護を受けている方 
（③に該当する方は健診時に受給者証明書を持参してください。お問合せは社会福祉課TEL２０－３０２０です） 
④市民税非課税世帯及び所得基準以下の世帯に属する方 
（④に該当する方は健康増進課で事前申請が必要です。健診の３週間前までには手続きを済ませ、健診時に
決定通知書を持参してください。お問合せは健康増進課TEL２４－５７７０です） 

健診案内（年間）

健診案内（回覧）

実施期間　特定健康診査：平成27年1月31日まで
　　　　　　　がん検診　  　：平成27年2月28日まで

ﾊﾞﾘｳﾑ

ﾘｽｸ

超音波
のみ

400円

超音波＋
ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 1,000円

B＋C型 500円

C型のみ 400円

B型のみ 100円

肝炎ウイルス検診
（40歳以上で過去に未

受診の方）

前立腺がん検診
（50歳以上男性）

300円

胸部レントゲンの撮影をします。
医師の判断で必要な方は、痰の検査をします。
(別途自己負担金５００円)

細胞診を実施します。（妊婦健診優先）
生理中、生理後2～3日は避けてください。
※２年に1度は子宮がん検診をうけましょう

超音波とマンモグラフィ（乳房をはさんでレントゲン写真を撮る）が受
けられます。
※2年に１度は乳がん検診をうけましょう。

前立腺から分泌されるタンパク質の一種であるPSAの値を血液検査
で調べます。

 B型肝炎、C型肝炎ウイルス検査（血液検査）を実施します。

頸部のみ

 C型肝炎ウイルス検査（血液検査）を実施します。

乳がん検診
（30歳以上女性）

（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨは
40歳以上）

800円

大腸がん検診
（40歳以上）

肺がん検診
（40歳以上）

200円

300円

胃がん検診
（40歳以上）

健診項目

特定健康診査

後期高齢者
健康診査

各800円

子宮頸がん検診
（20歳以上女性）

 B型肝炎ウイルス検査（血液検査）を実施します。

800円

無料

どのような検査？

（※佐野市国民健康保険に加入の40歳以上の方）問診、身体測定、
血圧、検尿、採血、心電図等を実施します。(医師の判断で必要な方
は、貧血検査・眼底検査を実施)

（後期高齢者医療保険に加入の方）問診、身体測定、血
圧、検尿、採血、心電図等を実施します。

バリウムを飲んでレントゲン写真を撮ります。
リスク検査（血液検査）は対象者（節目年齢40，45，50，55，60，65，70歳で過
去に未受診の方）のみ受診できます。

便を2日間採取し、出血の有無を確認する検査です。

自己負担金

※佐野市国民健康保険以外に加入されている方の特定健康診査の受診方法、受診券等につきましては、加入されて

いる健康保険組合にお問い合わせください。 

☆注意！ 
●１つの項目につき受診できるのは年度内に１
回です。重複受診された場合は全額自己負担
となりますのでご注意ください。 
●今年度、市の人間ドックの助成を受ける予定
のある方は、特定健診を受けることができませ
んのでご注意ください。  

～無料になる方（がん検診・特定健診）～ 
①７０歳以上の方 ②６５歳以上で後期高齢者保険証をお持ちの方 
③生活保護を受けている方 
（③に該当する方は健診時に受給者証明書を持参してください。お問合せは社会福祉課TEL２０－３０２０で
す） 
④市民税非課税世帯及び所得基準以下の世帯に属する方 
（④に該当する方は健康増進課で事前申請が必要です。健診の３週間前までには手続きを済ませ、健診時に
決定通知書を持参してください。お問合せは健康増進課TEL２４－５７７０です） 

◎かかりつけの医療機関でも、健診を

受けることができます。 
ご予約、実施項目など詳しいことは直

接医療機関にお問い合わせください。 

脱！メタボ
． ． ．

ーイ教室のお知らせ

最近、お腹まわりが気になりだしたあなた！それは内臓脂肪型肥満かも！

放っておくと、糖尿病・高血圧・脂質異常などを引き起こします！！

まずは内臓脂肪を減らすことが第一歩！

食事と運動で確実に減らすコツを楽しく学びませんか？

日曜日の午前中に開催します！

【日 程】

① 月 日 日 ② 月 日 日 ③ 月 日 日

【時 間】

① 午前 時 分～

楽しい運動教室 「部分別体組成測定、運動プログラム作成と実践」

②・③ 午前 時～
あなたにもできる！簡単料理教室 「缶詰利用や食物繊維たっぷり料理実習」

【参加費】

円（体組成測定料 円、料理実習代 円× 回分）

【対象者】
歳代～ 歳代の男性

名（ 日間参加できる方）

【会 場】

佐野市保健センター

（佐野市大橋町 ）

【申込み方法、及び締め切り】

佐野市役所 健康増進課へ電話予約

（☎ － ）
 

申込み締切

平成２５年１１月１日 金  

注目!!

ゆるキャラグランプリ応援してネ!!

脱メタボ！

脱！メタボーイ教室の案内

り
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
講
演
は
午

後
７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
行
わ
れ
、
今

年
度
で
37
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
一
歩
は
食
事
と
運
動

　

佐
野
市
で
は
、
市
民
の
方
の
健
康
づ
く

り
推
進
の
た
め
、
各
種
健
康
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
脂
肪
燃
焼
教
室
で
は
、

健
康
づ
く
り
の
一
歩
は
食
事
と
運
動
と
い

う
こ
と
で
、
講
話
、
栄
養
教
室
、
ミ
ニ
栄

養
講
座
・
試
食
お
よ
び
運
動
教
室
を
今
年

度
も
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
実
施

し
た
40
歳
代
か
ら
60
歳
代
の
男
性
を
対
象

と
し
た
脱
！
メ
タ
ボ
ー
イ
教
室
で
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
、
食
事
と
運

動
で
内
臓
脂
肪
を
確
実
に
減
ら
す
コ
ツ
を

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
禁
煙

し
た
い
方
の
た
め
の
禁
煙
相
談
や
、
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

集
団
健
診
と
個
別
健
診
を
実
施

　

特
定
健
診
は
、
集
団
健
診
と
個
別
健
診

と
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
集
団
健
診
は
、

市
民
の
方
の
受
診
機
会
が
得
や
す
い
よ
う
、

土
日
や
早
朝
の
時
間
帯
、
地
域
の
公
民
館

等
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
と
同

時
に
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
る
総
合
健
診

や
、
女
性
の
み
対
象
と
し
た
総
合
健
診
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果
説
明
会

に
て
初
回
面
接
を
実
施
し
、
面
接
後
は
電

話
や
は
が
き
等
で
対
象
者
を
継
続
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

よ
り
見
や
す
い
健
診
案
内
の
作
成

　

健
診
の
案
内
は
見
て
い
る
が
、
内
容
を

理
解
で
き
て
い
な
い
と
の
意
識
調
査
の
結

果
を
受
け
、
健
診
案
内
の
内
容
を
精
査
し
、

配
置
の
工
夫
や
受
診
券
の
見
本
を
掲
載
す

る
な
ど
、
よ
り
見
や
す
い
健
診
案
内
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
月
ご
と
の
健
診
日

程
も
作
成
し
、
該
当
町
会
に
回
覧
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
読
ま
な
く
て
も
目
で
見
て

わ
か
る
健
診
案
内
を
活
用
し
た
、
受
診
率

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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る
東
京
か
ら
南
に
２
７
０
キ
ロ
に
浮
か
ぶ

八
丈
島
八
丈
町
の
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
て
い
る

今
は
平
成
26
年
４
月
で
す
。
私
が
八
丈
島

に
来
た
の
は
昨
年
の
３
月
15
日
で
す
の
で
、

ち
ょ
う
ど
１
年
経
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私

が
来
た
と
き
の
国
保
税
の
徴
収
率
は
平
成

25
年
３
月
末
現
在
で
現
年
度
分
86
・
１
％
、

滞
納
繰
越
分
19
・
４
％
、
現
繰
計
65
・
２
％

で
し
た
。
平
成
26
年
の
３
月
末
は
、
現
年

度
分
92
・
７
％
、
滞
納
繰
越
分
20
・
７
％
、

現
繰
計
70
・
９
％
で
す
。
滞
納
繰
越
が
低

い
の
は
現
年
度
分
か
ら
入
れ
て
い
る
た
め

で
す
。
か
な
り
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
も
と
も
と
低
い
徴
収
率
だ
っ
た
の

で
上
が
っ
て
当
然
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

（
表
参
照
）

　

私
は
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四

年
五
月
二
十
九
日
法
律
第
四
十
八
号
）
に

基
づ
い
た
八
丈
町
の
条
例
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
２
年
の
任
期
で
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
八
丈
島
で
職
員
の
皆
さ
ん
と
や

っ
て
き
た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
皆

さ
ん
の
参
考
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

1
　
な
ぜ
徴
収
率
が
低
い
の
？

　

八
丈
町
の
国
保
の
徴
収
率
（
現
繰
計
）
は

平
成
20
年
度
決
算
か
ら
毎
年
60
％
台
と
い

う
低
い
徴
収
率
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
普
通
税
も
決
し
て
高
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
は
職
員
の
皆
さ
ん
に
な
ぜ
こ

ん
な
に
低
い
の
か
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
見
え
て
き
た
の
は
昨
年
も
こ
の
広
報
に

書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
徴
収
で
や
っ
て
は

　

今
年
度
も
執
筆
を
お
受
け
し
ま
し
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー
カ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
長
の
堀
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
徴
収
の
心
構
え
な
ど
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
少
し
で
も
お
役

に
立
て
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
今
年
の
１
月
に
厚

生
労
働
省
か
ら
発
表
に
な
っ
た
平
成
24
年

度
国
民
健
康
保
険
（
市
町
村
）
の
財
政
状

況
を
ご
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

栃
木
県
は
23
年
度
の
現
年
分
収
納
率
は

87
・
０
４
％
と
全
国
の
46
位
で
し
た
。
し

か
し
24
年
度
は
87
・
８
８
％
と
順
位
を
二

つ
上
げ
て
44
位
に
な
り
ま
し
た
。
対
前
年

度
増
減
率
は
0
・
８
４
％
と
全
国
5
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栃
木
県
内
14
市
12
町
の
う
ち
対

前
年
で
収
納
率
を
下
げ
た
の
は
１
市
２
町

だ
け
で
あ
と
の
自
治
体
は
す
べ
て
収
納
率

を
上
げ
て
い
ま
す
。
下
が
っ
た
と
こ
ろ
は

そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
数
字
に
表

れ
て
い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

と
は
い
え
、
都
道
府
県
は
47
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の
44
位
で
す
か
ら
ま

だ
ま
だ
伸
び
代
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
現
在
私
が
勤
務
し
て
い

「八丈島における徴収改革」
　　  ～法律どおりやろごん！！～
「八丈島における徴収改革」
　　  ～法律どおりやろごん！！～
NPO法人ローカルガバメントネットワーク理事長 堀　　博 晴NPO法人ローカルガバメントネットワーク理事長 堀　　博 晴

特 別 寄 稿
第　回第1回

八丈島の位置と全景
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い
け
な
い
４
悪
を
す
べ
て
や
っ
て
い
た
の

で
す
。
お
さ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、そ
れ
は
、

　

①　

集
金
を
す
る
世
帯
が
多
い
こ
と

　

②　

延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
な
い
こ
と

　

③　

少
額
分
納
が
多
い
こ
と

　

④　

未
処
分
事
案
が
多
い
こ
と

の
４
つ
で
し
た
。

　

島
と
い
う
特
殊
性
が
あ
り
、
親
戚
や
同

級
生
や
顔
見
知
り
ば
か
り
で
や
り
づ
ら
い
。

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
し
が
ら
み
が
あ
る
な

ど
で
ど
う
し
て
も
徴
収
に
は
甘
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
の
で
す
。
そ
ん
な
気
持
ち

は
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
で
す
が
、
こ
れ

で
は
滞
納
整
理
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く

滞
納
の
山
を
築
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

2
　
法
律
ど
お
り
や
ろ
ご
ん
（
や
ろ
う
）
!!

　

そ
こ
で
職
員
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
こ

れ
か
ら
は
法
律
ど
お
り
に
や
っ
て
い
こ
う
!!

公
務
員
と
し
て
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
行

こ
う
!!
と
い
う
確
認
を
取
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
は
じ
め
の
一
歩
は
、
４
月
の
町

報
に
滞
納
処
分
の
強
化
を
し
ま
す
よ
と
い

う
文
章
を
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し

か
し
４
月
号
の
原
稿
締
切
日
が
過
ぎ
て
い

た
た
め
別
掲
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
４
月
号

に
折
り
込
み
ま
し
た
。

　
「
町
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
す
る
」
と
題

し
て
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
催
告

を
し
て
も
納
付
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し

て
差
押
や
捜
索
を
行
う
と
い
う
こ
と
、
延

滞
金
が
か
か
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
は

早
め
に
納
付
相
談
に
く
る
こ
と
な
ど
を
書

き
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
中
、
延
滞
金
は
率
が
改
正

に
な
り
、
ひ
と
月
を
経
過
す
る
ま
で
は
２
・

９
％
、
そ
れ
以
降
は
９
・
２
％
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
納
税
相
談
で
す
が
日
時
を
決

め
て
も
相
談
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
時
間
が

無
駄
な
の
で
、
５
月
以
降
は
日
に
ち
を
決

め
ず
に
、
業
務
時
間
内
（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
ま
た
は
、
役
場

の
業
務
時
間
内
に
来
庁
で
き
な
い
方
は
、

電
話
申
し
込
み
に
よ
り
業
務
時
間
外
（
午

後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時
）
に
も
納
税
相

談
に
応
じ
る
と
い
う
形

に
変
え
ま
し
た
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相

談
の
機
会
は
常
に
設
け

て
い
る
。
相
談
に
来
な

い
ほ
う
が
い
け
な
い
の

だ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
の
効
果

は
す
ぐ
に
現
れ
ま
し

た
。

 
 

 

 

 

町では、納期限を過ぎても納付いただけない方に対し、文書等

にて納付の催告をしていますが、それでも納付していただけない

場合は、納期限内に納めていただいている方との公平性を保つた

め、法律に基づいた財産調査及び財産の差押等の滞納処分を行っ

ています。 

滞納処分の主な例として、「預貯金」・「給与」・「生命保険」・「不

動産」・「動産」などの差押、「自動車」・「軽自動車」・「オートバイ」

などには、タイヤロックを装着し、運行不能状態とし、引き揚げ

て公売の実施、事務所や居宅への家宅捜索などを行います。 
 

 

税金を納期限までに納付しないと、延滞金が課せられるなどの

不利益を受けることになります。また、滞納整理にも多額な費用

がかかるため、町全体にとっても大きな損失となります。町税を

有効に活用するためにも、納期内納付をお願いします。 
 

 
 

延滞金は、納期限の翌日からひと月を経過する日までの期間は、

年７．３％（ただし、租税特別措置法の規定により、今年末まで

は４．３％）それ以後は、年１４．６％の割合で加算されます。 

 

 
 

失業などのやむを得ない事情や、本人や家族の病気などにより

納期ごとの納付が困難な場合は、早めにご相談ください。 

また、4月より夜間にも納税相談を行います。 

●日時 ４月 15日（水）・２５日（木） 17：15～20：00 

 

■問い合わせ  税務課徴収係  電話２－１１２１  内線２２３、２２５ 

25 年度広報 4 月号　折込文書

八丈町における徴収率の推移

延滞金徴収注意喚起封入文書
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言
葉
が
予
想
で
き
ま
す
が
、
こ
の
チ
ラ
シ

に
よ
る
直
接
の
苦
情
は
１
件
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

八
丈
町
で
は
こ
れ
ま
で
差
押
を
し
た
事

案
か
ら
は
延
滞
金
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
は
延
滞
金
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
差
押
件
数
も
極
端
に
少
な
い
の

で
ほ
と
ん
ど
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
し
た
。
そ
こ
で
延
滞
金
を
取
り
ま

堀
ほ り

　　博
ひろ

晴
はる

東京都八丈町税務課徴収係長、NPO法人ローカルガバメントネットワーク理事長
昭和42年江戸川区役所に入都。東京都総務局小笠原支庁、同和対策部、災害対策部
主税局足立都税事務所整理第二課長、新宿都税事務所整理第二課長、練馬都税事務
所納税課長、課税部軽油特別調査室副参事、徴収部機動整理課長、徴収指導室長を
歴任。
機動整理課長の時、全国で初めてのインターネット公売を実施し成果を上げる。

「ネット公売を全国に広げたい」と、自らヤフーのスタッフ募集に応募しヤフー株式
会社に入社。インターネット公売の説明に全国の自治体を飛び回る。
平成23年よりNPO法人 LG Netを設立し、理事長に就任。平成24年11月ヤフー定年
退職、平成25年3 月より現職。
著書には、インターネット公売のすべて（ぎょうせい）、自治体増収大作戦−インター
ネットが変えた−（ぎょうせい）がある。
平成17年〜厚生労働省国民健康保険料（税）収納率向上アドバイザー

プロフィール

　
「
あ
ん
な
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
て
驚
い

た
、
本
当
に
差
押
や
捜
索
を
や
る
の
か
」
な

ど
と
言
っ
て
窓
口
に
支
払
い
に
来
る
方
が

い
て
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
や

は
り
差
押
や
捜
索
な
ど
や
ら
れ
る
の
は
誰

だ
っ
て
嫌
な
も
の
な
の
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
や
り
方
を
す
れ
ば
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
今
ま
で
は
良
か
っ

た
の
に
な
ぜ
だ
」
な
ど
と
い
う
お
叱
り
の

八丈町の徴収実績
23年度3月末 23年度5月末 24年度3月末 24年度5月末 25年度3月末

一般会計町税
現年課税分
滞納繰越分

計

国民健康保険税
現年課税分
滞納繰越分

計

八丈町の徴収実績 23 年度から 3 月と 5 月実績表

八丈島のフリージア畑と八丈富士

す
よ
と
い
う
こ
と
を
再
度
周
知
す
る
た
め

に
５
月
に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
等
の
納

付
書
と
一
緒
に
別
掲
の
延
滞
金
徴
収
の
お

知
ら
せ
と
い
う
文
章
を
封
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
国
保
税
の
１
期
現
年
分
は

７
月
末
で
対
前
年
で
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
、
そ

の
他
の
税
は
全
体
で
対
前
年
１
・
３
ポ
イ
ン

ト
徴
収
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。（

続
き
は
次
号
）
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特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
が
実
施
さ

れ
て
久
し
い
で
す
が
、
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
現
場
の
保
健
師
さ
ん
か
ら
、「
皆
さ
ん
、

な
か
な
か
運
動
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
毎

日
少
し
歩
く
だ
け
で
い
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
続
け
て
く
れ
る
方

が
い
な
く
て
…
」
と
い
っ
た
ご
相
談
を
よ

く
受
け
ま
す
。

私
は
、
東
京
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で

予
防
医
学
と
行
動
科
学
を
学
び
、
ど
う
や
っ

た
ら
人
を
健
康
に
で
き
る
か
を
考
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ご
相
談
に
も
何
か
科
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
弊
社
の
女
性
社
員

と
会
話
で
そ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
し
た
。

女
性
社
員
Ｋ
「
も
う
す
ぐ
夏
で
す
ね
〜
。
今

年
も
そ
ろ
そ
ろ
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
始
め
な
い
と
…
」

石
川　
　
　

 

「
今
年
”も
“？
毎
年
や
っ
て
い

る
の
？
そ
れ
は
、
成
功
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
？
」

女
性
社
員
Ｋ
「
い
え
、
ち
ゃ
ん
と
成
功
し
て

い
ま
す
よ
。
夏
に
な
る
と
危

機
感
が
募
る
の
で
、
食
事
制

限
を
し
て
体
重
を
５
㎏
く
ら

い
落
と
す
ん
で
す
。
で
も
そ

の
内
食
事
制
限
を
や
め
ち
ゃ

う
の
で
、
結
局
戻
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
よ
ね
〜
。」

石
川　
　

 　
「
ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
。
そ

れ
全
然
成
功
し
て
い
な
い

じ
ゃ
な
い
か
！
」

こ
ん
な
会
話
を
社
内
で
繰
り
広
げ
て
い

て
、
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
万

年
ダ
イ
エ
ッ
タ
ー
が
生
ま
れ
て
い
く
の
と

同
じ
こ
と
が
、
冒
頭
の
保
健
師
さ
ん
の
特

定
保
健
指
導
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
。

皆
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
て
い
る
と
、

目
標
で
も
達
成
す
る
た
め
に
は
生
活
を
大

き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
実
は
と
て
も
多
い
の
で
す
。
こ

れ
で
は
、
目
標
に
一
時
的
に
到
達
で
き
た

と
し
て
も
、
続
け
ら
れ
ず
元
に
戻
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
事
態
に
陥
ら
な
い
た
め
の

重
要
な
カ
ギ
と
な
る
の
が
、「
行
動
の
習
慣

化
」
で
す
。
今
年
度
は
、
行
動
を
習
慣
化

さ
せ
る
秘
訣
を
４
回
に
渡
っ
て
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

■
行
動
を
習
慣
化
す
る
と
は
？

本
来
、
目
標
と
い
う
の
は
、
到
達
後
に

そ
の
状
態
を
維
持
で
き
た
と
き
、
初
め
て

達
成
し
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
は
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
人
は
、

実
は
本
当
に
一
握
り
の
人
だ
け
な
の
で
す
。

多
く
の
人
は
、
目
標
を
到
達
す
る
前
に
途

中
で
挫
折
、
あ
る
い
は
、
一
時
的
に
目
標

を
到
達
で
き
て
も
維
持
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
関
し

て
言
え
ば
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
後
、
２
年
間
体

重
を
維
持
し
て
い
る
人
は
、
わ
ず
か
５
％
。

な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
る
と
、

い
つ
も
目
標
を
達
成
で
き
な
い
人
か
ら
は
、

「
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
だ
か
ら
」、「
意
志
が
弱

く
て
…
」
と
い
っ
た
答
え
が
返
っ
て
き
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
人

は
、「
別
に
普
通
の
こ
と
で
す
」、「
大
そ
れ

た
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い
で
す
」
と
言
い
、

性
格
や
意
志
の
強
さ
を
目
標
達
成
の
秘
訣

に
挙
げ
る
人
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

彼
ら
に
よ
く
話
を
聞
い
て
み
て
も
、
目

標
を
達
成
で
き
な
い
人
と
比
べ
て
、
性
格

や
意
志
の
強
さ
に
目
立
っ
た
特
徴
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
実
は
、
目
標
を
達
成
で

き
る
人
は
、
脳
の
働
き
を
上
手
く
利
用
し

て
、
行
動
を
習
慣
化
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。

■
脳
の
働
き
と
失
敗
の
理
由

脳
の
働
き
を
上
手
く
利
用
す
る
た
め
に

も
、
ま
ず
、
私
た
ち
が
何
か
の
行
動
を
起

こ
す
と
き
、
脳
が
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

特別寄稿②

株式会社キャンサースキャン

第　回第1回

石川　善樹・川本彩多利

習慣化の科学
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私
た
ち
の
脳
は
、
大
ま
か
に
次
の
よ
う

な
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

人
間
の
脳
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の

は
、意
識
の
脳
で
す
。
読
み
書
き
を
し
た
り
、

物
事
を
分
析
し
た
り
と
い
っ
た
、
意
識
の

及
ぶ
行
動
を
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
部
分

で
す
。
で
は
、
私
た
ち
は
い
つ
も
こ
の
部

分
を
使
っ
て
、
意
識
的
な
判
断
が
で
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
、「
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
夕
食

を
７
時
ま
で
に
食
べ
よ
う
と
決
め
た
矢
先

に
、
飲
み
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
結

局
三
日
坊
主
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
」
と

い
っ
た
経
験
や
、「
毎
朝
５
㎞
走
る
と
決
め

て
い
た
も
の
の
、
雨
が
降
っ
て
２
日
休
ん

だ
ら
、
そ
の
後
も
ず
る
ず
る
と
サ
ボ
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

私
た
ち
の
脳
は
非
常
に
都
合
が
よ
く
出

来
て
い
て
、
例
え
今
の
自
分
が
あ
ま
り
健

康
的
な
状
態
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
現

在
の
自
分
を
良
い
状
態
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
が
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
生
活
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
す
る

と
、
そ
れ
が
良
い
方
向
へ
の
変
化
で
あ
っ
て

も
、
無
意
識
の
脳
で
「
変
化
＝
危
険
・
脅
威
」

だ
と
認
識
し
、
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
働
き

が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
些
細
な
き
っ

か
け
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

と
は
言
え
、「
何
日
か
は
続
け
ら
れ
る
の

だ
か
ら
、
無
意
識
の
脳
に
抗
う
こ
と
は
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
だ
。」
と
考
え
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
し
続
け
ら
れ
る
の
で
は
あ
れ
ば
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
、
無
意
識
の
脳
の

抵
抗
を
無
理
や
り
抑
え
込
ん
で
い
る
状
態

な
の
で
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
よ

う
と
、
よ
り
強
い
抵
抗
を
示
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
う
し
て
、
目
標
を
挫
折
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

■
初
め
の
目
標
設
定
が
肝
心

で
は
、
脳
を
上
手
く
利
用
し
て
、
行
動

を
習
慣
化
す
る
た
め
に
は
具
体
的
に
何
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
第
一

ス
テ
ッ
プ
と
な
る
の
が
、
大
目
標
・
中
目
標
・

小
目
標
の
３
段
階
の
目
標
設
定
で
す
。

こ
の
３
段
階
の
目
標
設
定
を
す
る
と
き
、

ま
ず
中
目
標
か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。
私

た
ち
が
目
標
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
は
、
比
較
的
短
期
で
達
成
で
き
る
、
今

の
自
分
か
ら
少
し
離
れ
た
も
の
に
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
３
段
階
の

目
標
設
定
で
言
う
と
中
目
標
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
特
に
意
識
せ
ず
、
目
標
を
立

て
て
構
い
ま
せ
ん
。
図
で
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
例
に
挙
げ
ま
し
た
が
、
朝
食
を
食
べ
る

習
慣
の
な
い
人
の
「
毎
日
朝
食
を
食
べ
る

こ
と
」
と
い
う
目
標
や
、
運
動
習
慣
の
な

い
人
の
「
毎
日
30
分
走
る
」
と
い
っ
た
目

標
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
中
目
標
に
対
し
て
、
よ
り
小
さ
な

目
標
（
小
目
標
）
と
、よ
り
大
き
な
目
標
（
大

目
標
）
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。小

目
標
は
、
中
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

行
動
目
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
時
に
注
意
し
た
い
の
が
、
小
目
標
は

今
の
生
活
習
慣
を
微
修
正
し
て
出
来
る
レ

ベ
ル
の
も
の
に
留
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
。

例
え
ば
、
鏡
の
前
に
立
っ
て
歯
磨
き
を
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
歯
磨
き
の
間
だ
け
、

つ
ま
先
立
ち
を
す
る
」
と
い
っ
た
も
の
で

す
。目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
新
し
い
生
活

習
慣
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
最
初
は
モ
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チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
状
態
な
の
で
、
物

足
り
な
く
な
っ
て
、
小
目
標
の
レ
ベ
ル
を

上
げ
た
く
な
っ
た
り
、
他
の
行
動
も
し
た

く
な
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
も
う
少
し
レ
ベ
ル
の
高
い
こ
と
が

出
来
る
と
感
じ
て
も
、
あ
え
て
難
し
い
こ

と
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
行
動
に
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
な
も
の
を
設
定
し
て
し
ま
う
と
、
ス

ト
レ
ス
が
か
か
り
、
必
ず
無
意
識
の
脳
が

抵
抗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最

初
は
失
敗
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
小
さ
な
行

動
か
ら
始
め
て
、
無
意
識
の
脳
が
反
応
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

小
目
標
が
些
細
な
行
動
す
ぎ
て
、
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
い
て
本
当
に
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
不
安
に
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
簡

単
な
行
動
で
あ
っ
て
も
、
実
行
で
き
る
と

脳
は
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。
す
る
と
、
無

意
識
の
脳
が
刺
激
さ
れ
、
ド
ー
パ
ミ
ン
と

い
う
脳
に
強
い
快
感
を
与
え
る
物
質
が
分

泌
さ
れ
て
、
軽
い
興
奮
状
態
に
な
り
、
や

る
気
が
生
ま
れ
ま
す
。

小
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
小
さ
な
や

る
気
を
生
み
、
ま
た
小
目
標
の
実
行
へ
向

か
わ
せ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
続
い
て
い

く
と
、
小
目
標
と
し
て
設
定
し
た
行
動
が

無
意
識
の
脳
で
記
憶
さ
れ
、
習
慣
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
段
階
的
に
小
目

標
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
で
、
徐
々
に

中
目
標
の
達
成
へ
と
近
づ
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
読
ん
で
、「
小
さ
な
行

動
ば
か
り
で
本
当
に
効
果
が
あ
る
の
か
と

不
安
に
な
っ
て
、
続
け
る
こ
と
そ
の
も
の
に

疑
問
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
大
変
鋭
い
ご
指
摘
で
す
。

実
は
、
小
目
標
だ
け
で
は
、
無
意
識
の

脳
し
か
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
意
識
の
脳
が
満
た
さ
れ
ず
、
こ

う
い
っ
た
疑
問
が
生
ま
れ
て
き
て
し
ま
う

の
で
す
。

そ
こ
で
、
意
識
の
脳
を
満
足
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
が
、
大
目
標
の
設
定
で
す
。

大
目
標
は
、
中
目
標
の
更
に
先
に
あ
る
自

分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
設
定
し
ま
す
。
そ
の

際
、
半
年
〜
１
年
後
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と

結
び
つ
け
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、「
１
年
後

に
挙
げ
る
結
婚
式
で
、
５
号
サ
イ
ズ
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
る
」、「
１
年
後
に

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
て
、
完
走
す
る
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
出
来
る
だ
け
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

実
は
、
脳
は
、
現
実
に
起
き
て
い
る
こ

と
と
自
分
が
想
像
し
て
い
る
こ
と
の
区
別

が
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
よ
り
良
い
未
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
き
に
も
、
脳
内
で
は
自
分
の
理
想
を

実
現
で
き
た
と
認
識
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
、
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
活
性
化
す
る
、
脳
の
神
経
回
路
が
刺
激

さ
れ
、
強
い
快
感
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
大

目
標
を
設
定
す
る
と
、
何
と
な
く
わ
く
わ

く
し
て
、
気
分
が
良
く
な
っ
て
く
る
の
は
、

こ
う
い
っ
た
脳
の
働
き
に
起
因
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
脳
は
こ
の
快
感
を
求
め
て
、
無

意
識
の
う
ち
に
想
像
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
よ
う
と
す
る
た
め
、
現
実
に
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
調
整
す
る
よ
う

に
な
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
自
然
と
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

先
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
毎
日
の
行
動
に

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
況
は
、
無

意
識
の
脳
の
抵
抗
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
未
来
の
自
分
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
逆
に
目
標
を
達
成
す
る
手
助

け
を
し
て
く
れ
ま
す
。
目
標
達
成
の
敵
だ
っ

た
自
分
の
脳
は
、
そ
の
仕
組
み
を
逆
手
に

取
り
、
上
手
に
操
る
と
、
最
大
の
味
方
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。
大
目
標
・
中
目
標
・
小

目
標
を
共
存
さ
せ
て
、
行
動
を
習
慣
化
し
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

石川　善樹　医学博士

川本彩多利

東京大学医学部健康科学科卒業後、ハーバード大
学にて最新の健康づくりを研究。
現在は、株式会社キャンサースキャンにて、日本
各地の健康づくりに取り組む。

慶應義塾大学環境情報学部卒業。現在は、株式会社
キャンサースキャンで、地域の健康づくりに従事。

＊ご意見・ご感想は、下記までお願いいたします。
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よ
り
良
い
自
分
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
ま
と
め

今
回
は
、
行
動
の
習
慣
化
の
た
め
に
は
、

脳
の
働
き
を
上
手
に
利
用
し
た
目
標
設
定

を
行
う
こ
と
が
大
切
と
い
う
お
話
を
し
ま

し
た
。
次
回
の
連
載
で
は
、
設
定
し
た
目

標
に
対
し
て
、
ど
ん
な
行
動
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
お

話
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
１

年
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
諦
め
て
き
た
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
習
慣
を
身
に
着

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「元気はつらつな高齢者をめざして」
～地域での介護予防教室を通して～

「元気はつらつな高齢者をめざして」
～地域での介護予防教室を通して～

　
　
　
　

さ
く
ら
市
の
概
要

　

さ
く
ら
市
は
、

県
の
中
央
部
や
や

北
東
よ
り
に
位
置

し
、
宇
都
宮
市
に

隣
接
し
て
い
ま

す
。
首
都
東
京
か

ら
直
線
距
離
で
約

１
２
０
㎞
に
あ

り
、
東
北
縦
貫
自

動
車
道
、
国
道
４

号
、
国
道
２
９
３

号
、
Ｊ
Ｒ
東
北
線

等
が
通
っ
て
い
ま

す
。

　

温
泉
観
光
を
は

じ
め
、
丘
陵
の
緑
、

清
流
等
の
豊
か
な

自
然
、
城
下
町
や

宿
場
町
と
し
て
の

歴
史
、
ゴ
ル
フ
場
等
の
豊
富
な
観
光
資
源

を
有
し
、
首
都
圏
か
ら
の
手
軽
な
観
光
地

と
し
て
位
置
し
て
い
ま
す
。

○
総
人
口

　
　

４
万
４
８
０
６
人

○
高
齢
者
人
口

　
　

９
９
５
４
人

　
　
（
高
齢
化
率　

22
・
６
３
％
）

○
要
介
護
認
定
者
数

　
　

１
４
３
０
人

　
　

う
ち
、
第
１
号
被
保
険
者
１
３
９
１
人

○
介
護
給
付
費
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保健師活動報告

さくら市　保険高齢対策課　磯　寿弥

○要介護認定者数の推移

○介護給付費の推移
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介護予防への取り組み
　さくら市の要介護認定者数は、住民の高齢化に伴い年々増加の傾向にあります。平成 18 年の介護保険
法の改正で介護予防事業が創設され、要介護認定者数の増加や介護給付費の抑制が期待されています。さ
くら市においても、そのような効果を期待し介護予防事業に取り組んでおります。

好評の声が高い　いきいき介護予防教室
　教室の参加者は、意欲も高く継続して教室に参加しており、出席率も 7 割〜 9 割となっています。また、
参加者の口コミによる新規の申し込み者数も増えており、教室に参加することを生きがいとされている方
も多いです。ただ、地域によっては、開催している教室までの交通手段が無い等の理由により参加したく
てもできないという方も多数おります。
　また、平成 18 年の介護予防事業創設当初から、身近な地域の中での住民による自主的な介護予防活動

【事業内容】

○二次予防事業・・・要介護状態等となるおそれの高い高齢者を対象に要介護状態等となることを予防する取り組み

事 業 名 対 象 者 内 容 実施回数

元気向上教室（通所型

介護予防事業）

二次予防事業の対

象者

運動機能向上、栄養改善、

口腔機能向上のプログラム

① 月～ 月

② 月～ 月

③ 月～ 月

クール実施

楽らく水中運動教室

（通所型介護予防事業）

運動器等の低下が

認められる二次予防

事業の対象者

運動機能向上のプログラム

（水中運動）

計 回程度

○一次予防事業・・・活動的な状態にある高齢者を対象に生活機能の維持または向上に向けた取り組み

事 業 名 対 象 者 内 容 実施回数

水中ゆうゆうウォーキング
歳以上の方 運動機能向上のプロ

グラム（水中運動）

計 回程度

はつらつ元気塾

歳以上の方 ・運動機能向上のプロ

グラム

・年 回栄養・口腔指

導

月 回、計 回

いきいき介護予防教室
地区を選定し、その

地区の 歳以上の方

運動・栄養・口腔指導

年間継続で実施

各地区 回

高齢者教室
歳以上の方 地域における老人会

等への介護予防教室

随時

介護予防ボランティア養

成講座（元気ささえ隊）

介護予防への関心が

高く、介護予防ボラン

ティアとして介護予防

事業等に参加できる

方

ｽﾄﾚｯﾁ等の運動の基

本、高齢者の特徴、サ

ポーターの活動内容

と心得等について学

び、介護予防に資す

る基本的な知識を習

得する

年 回
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リズム体操を実施しているところです。
リズムに合わせて手足を動かし、脳トレ
体操も一緒に実施しています。

ボールを使って、太ももの内側の筋肉を
使って、隣の人にボールをとられないよう
にゲームを通して骨盤底筋群を鍛えている
ところです。

ジャンケンをして列を増やしていくゲーム
を交えながら、水中ウォーキングをして
います。

タオルを使ってストレッチを実施してい
ます。

【いきいき介護予防教室】

【はつらつ元気塾】 【水中ゆうゆうウォーキング】

地域の中での取り組みを 〜元気ささえ隊の養成〜
　地域での自主的な介護予防活動を広めていくことを目的に、平成 25 年度に、「介護予防ボランティア養
成講座」を開催し、リーダ的役割を担い活動できる方を養成しました。今後、市で実施する介護予防事業
において、サポーター的役割として参加いただき、将来的には地域での介護予防活動を実施していただけ
るような存在として一緒に活動していきたいと考えています。さらに、要介護認定者数の増加や介護給付
費の抑制につながるよう地域に密着した介護予防事業を継続していきたいと思います。

を広めていくことを目的に、各地域の公民館等で「いきいき介護予防教室」を実施しており、こちらも参
加者の出席率は高く、継続を希望する声は多く聞かれますが、自主的な取り組みまでには至っておらず、
課題のひとつとなっています。

○平成 年度の主な教室参加者数・出席率

教室名
元気向上教室
（各クール・プログ

ラム定員１５名）

楽らく水中
運動教室

水中ゆうゆう
ウォーキング

はつらつ
元気塾

いきいき介護
予防教室

参加者延人数

出席率

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％
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高齢者の特性、介護予防ボランティアの心得
等について、講話をしてもらっています。

浮力のある道具を使って、ウォーキングをしています。
同時にその道具を沈めて腕の筋力も鍛えます。

実際にストレッチを体験し、効果や
注意点等の実技を受けています。

【介護予防ボランティア養成講座】

【楽らく水中運動教室】
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保険者だより

― 上三川町 ―
　上三川町では、毎年11月上旬の土曜日に健康と福祉をテーマに「ふれあい健康福祉まつり」を
上三川町社会福祉協議会等と共催で開催しています。
　第22回目となった平成２５年度は、11月9日（土）に開催。天候にも恵まれ、町内外よりたくさんの人に
ご来場いただきました。

ふれあい健康福祉まつり
見て触れて 心も体も 元気になろう！

ふれあい健康福祉まつり
見て触れて 心も体も 元気になろう！

●健康チェック
血圧や体組成測定など、自分の健康状態を
チェック！

●健康づくり公開講座
町内のお医者さんから健康についての講話
をいただいております。昨年は、予防接種に
ついてのお話でした。

●健康体操
理学療法士の指導による健康体操。 ●太極拳サークル

健康体操としても知られる太極拳、日頃の練習
を披露。周りの皆さんも一緒に参加しました。

●赤ちゃんはいはい大会
両親や祖父母の声援を受け、毎年熾烈な
レースが展開されます。

かみたん

沢山の人や模擬店でにぎわいました。
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①星座　②血液型　③今一番挑戦したいこと　④今一番気になること　⑤趣味・特技　⑥座右の銘・好きな言葉
⑦健康法・ストレス解消法　⑧夢　⑨町（街）の自慢をしてください　⑩国保事業に携わっての感想・意見

国保経験年数　３年３ヶ月 
①　おとめ座
②　AB 型
③　ひとり旅
④　女子力とは何か？？
⑤　スクラップブッキング
⑥　のんびり・まったり・ゆったり
⑦　甘いものを食べる
⑧　「死ぬまでに一度は見たい世界の絶

景」をひとつでも多く見てみたい
⑨　とうがらし「栃木三鷹」を使用した

様々な加工品が作られています。個人的
なお勧めは、昨年誕生した「さんたから
あげ」です。市内の７箇所の飲食店で食
べることができ、それぞれのお店で違っ
た味が楽しめますので、ぜひ一度食べ比
べに来てください。

⑩　国保事業に携わって３年が経ちました
が、まだまだわからないことだらけです。
係員の足を引っ張らないように頑張りた
いです。

大 森　郁 美
おお もり

大田原市
国保年金課  国保医療係

主　　査

ひとり旅に挑戦したい

いく み

国保経験年数　０年１ヶ月
①　やぎ座
②　B 型
③　空を飛ぶ系の遊び（パラグライダー

など）
④　最近痩せにくくなっていること
⑤　天体観測、肉体改造、ピアノ、ギター
⑥　急がば回れ
⑦　街歩き、ジム通い、カラオケ
⑧　夢というほどではないが古代ローマ

時代の遺跡を巡ってみたい
⑨　壬生町は古墳が数多くあるなど長い

歴史を持つ地域であり、最近ではハイウ
ェイパークがオープンし町外の方も数
多く訪れ憩いの場所となっています。

⑩　国保の仕事に携わるのは今年が初め
てであり、様々な手続きや専門知識を覚
えるので精一杯ですが、一日でも早く仕
事を覚え、他の係員の負担を減らしてい
きたいと思っています。

細 谷　孝 旦
ほそ や

壬生町
住民課  国保年金係

主　　任

特技はピアノとギター

たか あき
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国 保 医 療 課 だ よ り

定期異動で新たなメンバーを迎えた国保医療課医療保険担当です。
平成26年度もよろしくお願いいたします。        
メンバー紹介１

新任者紹介2

職

（後列）左から、篠崎主査、長谷川主事、
　加藤主事、伊藤主任、室井主事、
　大垣指導員

（前列）左から、高林係長、
　梅山課長補佐（総括）、入野課長、
　塩原課長補佐、大嶋主査

高林係長

大嶋主査

加藤主事

（①血液型・星座　②趣味・特技　③ストレス解消法　④お薦めの本・映画等　⑤国保事務に携わっての感想・意見等）

課長

課長補佐
（総括）
課長補佐

（医療保険担当）

係長

主査

主査

氏　名

入野　好市

梅山　栄司

塩原千恵子

高林　　薫

大嶋美由紀
 

篠﨑　泰英

在課年数

１年０月

２年０月

１年０月

 ０月

 ０月

３年０月

職

主任

主事

主事

主事

医療給付専門指導員

氏　名

伊藤　哲也

加藤　丈晴

長谷川聡美

室井　亮二

大垣　由恵

在課年数

 ２年０月

 ０月
 

１年０月

 ０月

 ０月

平成26年４月現在

①AB型・おうし座
②旅行
③温泉にゆっくり浸かること。
④最近見た映画では「白ゆき姫殺人事件」
⑤病院での支払いの際に、国保事務は、広
く皆様のお役に立っていることを実感しま
した。

①B型・みずがめ座
②ゴルフ
③ゴルフの打ち放し、良質な睡眠
④漫画宮里道場
⑤制度とお金、目が回ってます。

①B型・うお座
②音楽鑑賞
③筋肉トレーニング
④弱虫ペダル
⑤制度の理解に日々苦労しています。日々
勉強で一人前の知識を早く身につけてい
きたいです。

室井主事

大垣指導員

①O型・双子座
②読書、スポーツ観戦
③運動
④恩田陸『ネクロポリス』
⑤早く仕事を覚えるとともに、国保の制度な
どの知識を深めていきたいと思います。

①B型・おとめ座
②旅行
③食べ歩き、宝塚観劇
④須永博士「人間って素晴らしい」
⑤いろいろ勉強して情報収集に努めたいで
す。
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33-2
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高舘城跡へのみち33-2

P WC
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歩　　数：17,450歩 実際歩いた距離：13.4km　　
所要時間：3時間15分（休憩含む） 消 費 カ ロ リ ー：380kcal

参考データ

歩こう、歩こう
！

歩こう、歩こう
！

あの道この道あの道この道

　皆さま「関東ふれあいのみち」という道をご存知でしょうか。これは「首都圏自然歩道」の別名で、関東地方、一都
六県をぐるりと一周する長距離自然歩道（総延長は1,799km）になります。
　10km前後に区切った日帰りで歩ける160ものコースが設定されており、「美しい自然を楽しむばかりでなく、田園風
景、歴史や文化遺産にもふれあうことのできる道」とのこと。
　そこで今回は、関東ふれあいのみち栃木県コース（全36コース・延長393km）のなかから、320年ほど前に俳聖・松
尾芭蕉が「奥の細道」の旅路の中で長く滞在し、数々の句を残したことから「芭蕉の里」として有名な黒羽の地をめぐ
るコースをご紹介いたします。

緑豊かで爽やかな風を感じるコースです
　道の駅那須与一の郷から芭蕉のみちを通り、高舘
城跡までの11.2kmのコースは、木々と田園風景に囲
まれた緑豊かなコースです。また、コース上には清
流・那珂川も流れており、爽やかな風を感じること
ができます。

踏破認定制度があります
　一つの都県の「関東ふれあいのみち」全コース踏
破した方を認定する制度があります。
認定希望の方は各コースに定められた撮影ポイント
で申請者自身をいれた写真を撮影し、申請します。
詳細につきましては、「栃木県/関東ふれあいのみ
ち」を検索してください。

関東ふれあいのみち
　　「黒羽芭蕉のみち」を歩こう

高舘城跡からの景色。
遠くに那須連山が一望でき
ます。

コース上には、案内版が設置
されています。

6月1日から解禁となった鮎釣
りを多くの釣り人が楽しんでい
ました。美味しい鮎料理が堪
能できる、黒羽観光やながあり
ます。

高舘城跡からの景色。
遠くに那須連山が一望でき
ます。

コース上には、案内版が設置
されています。

6月1日から解禁となった鮎釣
りを多くの釣り人が楽しんでい
ました。美味しい鮎料理が堪
能できる、黒羽観光やながあり
ます。

修験光明寺跡にある、松尾
芭蕉が読んだ句碑。
「夏山に足駄を拝む首途哉」平成26年3月18日に本殿と

桜門が国重要文化財に指定
され、おくのほそ道風景地名
勝にも指定された那須神社。

道の駅那須与一の郷では、
大田原産のそば粉を100％
使用した手打ち蕎麦を楽し
めます。

修験光明寺跡にある、松尾
芭蕉が読んだ句碑。
「夏山に足駄を拝む首途哉」平成26年3月18日に本殿と

桜門が国重要文化財に指定
され、おくのほそ道風景地名
勝にも指定された那須神社。

道の駅那須与一の郷では、
大田原産のそば粉を100％
使用した手打ち蕎麦を楽し
めます。

今回紹介したウォーキングマップは、
「栃木県/関東ふれあいのみち」
（http//www.pref.tochigi/lg/jp/d04/intro/shizen/kouen/kantoindex.html）を転載しております。

＊なお、上記データは編集者が歩いたデータになりますので、コース上の記載データとは異なります。
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４日　理事会（14：00～） ９階会議室
９日  国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 野木町
10日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 那須町
18日　審査委員会（18～21日） 審査委員会室
22日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
30日　通常総会（10：00～） ９階会議室

１日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 塩谷町
５日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 上三川町
17日　審査委員会（17～20日） 審査委員会室
22日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室
26日　国保セミナー ９階会議室
27日　第31回健康なまちづくりシンポジウム 東京都日本教育会館
28日　全国市町村国保主管課長研究協議会 東京都日本教育会館

17日　国民健康保険等診療報酬明細書点検調査事務助言 芳賀町
18日　審査委員会（18～21日） 審査委員会室
22日　介護給付費審査委員会（16：00～） ９階会議室

８
月

７
月

９
月

編 

集 

後 

記

今
年
度
の
機
関
誌
「
栃
木
の
国
保
」
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読
者
か
ら
編
集
者
に
な
り
、
広
報
の
仕

事
を
通
し
て
新
た
な
方
と
の
出
会
い
に

よ
っ
て
学
ぶ
機
会
が
増
し
、
新
鮮
な
時
間

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
編
集
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い
を
通
し

て
よ
り
よ
い
機
関
誌
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
読
者
の
皆
様
か
ら
の
ご

感
想
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
「
栃
木
の
国
保
」
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

vol.64
2014.6/SUMMER

編集者　寺内誠一
発行者　栃木県国民健康保険団体連合会
　　　　〒320-0033  宇都宮市本町３番９号
　　　　☎028–622–7242
編　集　㈱松井ピ・テ・オ・印刷
　　　　〒321-0904  宇都宮市陽東五丁目９番21号
　　　　☎028-662-2511/FAX028-662-4278



28

〈表紙の写真〉

　唐沢山城跡は、面
積約194haで、関東有
数の大規模なもので
あるとともに、織豊系
城郭として整備され
た数少ない山城で
す。
　戦国時代末期の高
石垣と、山麓部に営ま
れた居館跡が良好な
状態で残る、東日本
では数少ない城跡
で、築城から廃城に
至るまでの城郭の変
遷を窺うことができ
る等、中世城館の展開を知る上で重要な城跡となっ
ています。この記念碑は、平成26年3月18日付官報に
て、唐沢山城跡が国指定史跡となったことを永年に
渡り伝えていくため、建立されたものです。

唐沢山城跡 （佐野市）


